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令和２年度事業報告書  

（ 自 令和２年 4 月 1 日   至 令和 3 年 3 月 31 日 ） 

 

 

Ⅰ 事業運営の概要 

  

令和２年度は、昨年度から続く新型コロナウイルス感染症が世界規模で拡大し、 

観光業界にも深刻な影響を与えました。名古屋城も新型コロナウイルス感染症拡大防止策

として、４月上旬より５月末まで閉園措置が取られ、６月からの再開園後も入場者が前年

度を大きく下回り、年度末には例年より早く桜が開花した中での「名古屋城さくらまつ

り」、１６年ぶりに金鯱が降臨した「名古屋城金鯱展」などのイベント開催により、一時的

に入場者が増加しましたが、総じて客足の低迷した厳しい状況となりました。 

当協会の事業も中止したもの、感染症対策を講じながら実施したものなど様々な影響を

受けており、特に公益事業の原資となる城内での販売事業については、協会設立以来の危

機的状況となり、経費の一層の削減とともに補助金交付申請など、経営安定化のため必要

な対応を行いましたが、大変厳しい一年となりました。 

 

Ⅱ 事業報告 

 

１ 情報提供事業 

（１）名古屋城の案内、名古屋市及び周辺の観光等の情報提供を行うとともに、  

落し物などの対応を図るなど入園者の利便に供するために、名古屋城総合 

案内所の運営を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設置場所：正門横休憩所内 

 

来所者数：22,502 人 

    （内、外国人 235 人） 

 

質 問 数：23,601 件 

（内、名古屋城関係 20,769 件） 

 

※令和 2 年 4 月 10 日（金）から 

 令和 2 年 5 月 31 日（日）まで 

 名古屋城の閉園に伴い、運営中止。 
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２ 教育文化事業 

（１）名古屋城の魅力向上に資するため名古屋城内において次の事業を実施しました。 

ア．名古屋城初開門「干支の置物プレゼント」 

 開 催 日：令和 3 年 1 月 1 日（金・祝） 

 

会  場：正門、東門 

 

内  容：新春の初開門を記念し、来場者 

     先着 1,000 人に、干支の置物を 

     プレゼント。 

 

※例年、名古屋おもてなし武将隊により手渡しで、 

 実施していましたが、今年度は来場者ご自身で 

お取りいただく方法で実施。 

 

イ．名古屋城で初「夢」を書こう！ 

 開 催 日：令和 3 年 1 月 2 日（土） 

 

会  場：本丸御殿孔雀之間 

 

内  容：初代藩主徳川義直公書の「夢」 

     をお手本に、ミニ色紙に「夢」 

     の文字を 2 枚書初めし、1 枚を

コンテストに応募。「理事長

賞」、「義直賞」、「初夢賞」

を含め全作品を御深井丸展示

館で展示。 

 

※新型コロナウイルス感染症対策として、「本丸御

殿孔雀の間、茶席使用にかかるガイドライン」を

遵守して実施。 
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【開催を中止した事業】 

〇第１３２回名城市民茶会 

     〇第１３３回名城市民茶会 

     ○第１３４回名城市民茶会 

〇名古屋城の石垣「石垣の拓本を採ろう！」 

     〇名古屋城茶の湯体験「茶席の見学をしよう！」 

     ○「新春 金の茶釜」 

     ○名古屋城スタンプラリー「宝さがしをしよう！」 

     

  （２）名古屋城の魅力向上に資するため、名古屋市等が主催者となり企画・実施する 

     事業に、主催者の一員として参加するなど、円滑な事業の実施に協力しました。 

ウ．季節の花でお出迎え！ 

 

 

  

期  間：令和 2 年 4 月 1 日（水） 

～令和 3 年 3 月 31 日（水） 

 

内  容：四季の草花（和物）を植えた 

プランターを施設などに設置 

 

設 置 数：舟形プランター9 個、丸鉢 11 個 

 

ア．第７３回名古屋城菊花大会 

 

 

 

期  間：令和 2 年 10 月 25 日（日）～ 

     令和 2 年 11 月 23 日（月・祝） 

 

会  場：西之丸（広場） 

     本丸御殿孔雀之間 

 

出品点数：大菊の部 111 点 

     山菊の部  78 点 

     切花の部  122 点 

     特別出品    9 点 

     参考出品   10 点 
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イ．第４７回名古屋城つばき展 

 

 

期  間：令和 3 年 3 月 6 日（土）～ 

     令和 3 年 3 月 15 日（月） 

 

会  場：西之丸（広場） 

 

出品点数：第一部（愛好者の部） 108 点 

     第二部（生産者の部）  38 点 

     新花の部         1 点 

     特別出品・参考出品   25 点 

 

ウ．名古屋城 PR イベント実行委員会事業 

 ○名古屋市民の森づくり事業 

  中津川、木曽へのバスツアーを実施し、名古屋市民の森での育樹活動や現地 

  で森について学ぶ活動を実施する予定であったが、新型コロナウィルス感染 

  症の拡大状況を鑑み、代替事業を行いました。 

  【中津川市】 

    中津川市協力のもと、名古屋市民の森や木曽ヒノキ備林での現地取材、 

    山守の末裔である木内哲朗氏へのインタビューを行い、名古屋城公式 

    ウェブサイト内に特集ページを作成しました。 

  【木 曽】 

    木曽広域連合協力のもと、「木曽の林業」をテーマにオンライン講座を 

    実施しました。 

    日  時：令和 3 年 1 月 9 日（土） 午後 2 時～午後 3 時 30 分 

    参加者数：41 人 

 

 ○名古屋城検定事業 

  【検 定】 

    開 催 日：令和 2 年 11 月 14 日（土） 

    会  場：名古屋市公会堂 

    受験者数：204 人（初級 90 人、中級 59 人、上級 55 人） 

    合格者数：130 人（初級 72 人、中級 30 人、上級 28 人） 

  【講 座】 

    例年市内会場にて実施している公開講座を、オンライン特別講座に変更 

    し、名古屋城公式 YouTube チャンネルに動画を掲載しました。 
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   （上級向け） 

    「天守建築の白眉 名古屋城天守の特質と魅力」 

    「書院造の最高峰 名古屋城本丸御殿の真価」 

     講  師：三浦正幸氏（広島大学名誉教授） 

   （初・中級向け） 

    「魅力発見！！名古屋城の楽しい歩き方！！ 天守・石垣・櫓編」 

    「魅力発見！！名古屋城の楽しい歩き方！！ 本丸御殿編」 

     講  師：萩原さちこ氏（城郭ライター） 

 

○文化発信事業 

  【城小屋：名古屋城で出会う七宝の煌めき～尾張七宝の歴史と本丸御殿の 

   七宝～】 

    日  時：令和 2 年 11 月 15 日（日） 午前 10 時～正午 

    場  所：本丸御殿孔雀之間 

    講  師：小林弘昌氏（あま市七宝焼アートビレッジ館長） 

    参加者数：15 人 

    主な内容：やっとかめ文化祭と連携して実施。江戸、明治、現代に 

至るまでの尾張七宝について解説。また、本丸御殿の復元に 

携わった安藤七宝店の職人が七宝の技術についても解説。 

 

  【城小屋：木曽の林業～伐木運材図会を中心に～】（再掲） 

    日  時：令和 3 年 1 月 9 日（土） 午後 2 時～午後 3 時 30 分 

    場  所：御料館（林業遺産・旧帝室林野局木曽支局庁舎） 

    講  師：井上日呂登氏（林野庁中部森林局管理局職員） 

    参加者数：41 人（ZOOM ビデオウェビナーでのオンライン講座） 

    主な内容：江戸時代後期の木曽・飛騨地方の林業技術を伝える「木曽式 

         伐木運材図会」を中心に、木曽の森の営みについて解説。 

         林業遺産に指定される御料館のミニオンラインツアーも 

実施（御料館学芸員が案内）。 

 

  【城小屋：金鯱学事始め】 

    日  時：令和 3 年 3 月 27 日（土） 午後 2 時～午後 3 時 30 分 

    場  所：御料館（林業遺産・旧帝室林野局木曽支局庁舎） 

    講  師：立川武蔵氏（国立民族博物館名誉教授） 

    参加者数：33 人（ZOOM ビデオウェビナーでのオンライン講座） 

    主な内容：名古屋のシンボルとして親しまれている金鯱のルーツに 

         ついて、豊富な画像とともにその由来を解き明かす。 
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   【開催が中止された事業】 

     ○名古屋城春まつり 

     ○第６９回名古屋城さつき大会 

     ○第６５回全国らんちゅう品評大会 

 

（３）「名古屋城」、「近世」を中心とする郷土の歴史・文化について理解・普及を図る 

ために、郷土の歴史・文化に関する資料の展示・貸出等を次のとおり 

行いました。 

ア．蒐集資料の貸出 

       ＨＰなどで、当協会の所蔵する資料を紹介すると共に、実資料等を無償で 

貸出しました。 

ＨＰ公開タイトル 内 容 等 

尾州名古屋コレクション 
蒐集した郷土に関する資料のうち、武器・武

具、藩主の書状、版画など 433 点を公開 

郷土玩具コレクション 
蒐集した愛知県内の郷土玩具（土人形・からく

り玩具）など 305 点を公開 

貸出先等 資料名等 

名古屋市秀吉清正記念館 特別陳列 

「-戦国を駆け抜けた武将-兼松正吉」展 
「加藤清正画像」 １幅 

名古屋城秋まつり茶席公開 
岡本柳南「菊花図」 １幅 

横井也有「あわれ知るや」 １幅 

 ○広報 PR 事業 

  【名古屋城オンラインツアー】 

    新型コロナウィルス感染症の世界的な蔓延により、自由に海外に  

行けない状況下において、台湾最大級の訪日旅行メディアサイト  

「トラベルバー」と連携し、台湾向けのオンラインツアーを実施。 

 

  【名古屋城公式おみやげ「NAGOYA CASTLE」シリーズの作成・販売】 

    名古屋城の魅力を広く PR するためのグッズを作成し、ノベルティとし 

    て配布するほか、城内売店や城内催事会場にて販売。 

    第 1 弾：金シャチクリップス、本丸御殿金の手鏡（全 3 種）、本丸御殿 

        金のマグネット（全 10 種）、本丸御殿金のふせん（全 3 種） 

    第 2 弾：ヒノキブックマーク、金鯱土鈴、本丸御殿・ヒノキの薫り 

        金シャチの湯、金シャチ手ぬぐい、石垣モンスター 
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画像データによる資料提供先等 

使用資料：火縄銃（銘 播州姫路之住高倉甚六） 

使用目的：複製（模造）の制作 

申 請 者：姫路市観光スポーツ局姫路城管理事務所 

使用資料：金の茶釜（二の丸茶亭展示資料） 

使用媒体：貝沼ニュース 121 号 

申 請 者：株式会社大井企画 

使用資料：「石垣の構造」（イラスト） 

使用媒体：Web ｶﾞｲﾄﾞﾂｱｰ「あなたの知らない名古屋ｵﾝﾗｲﾝﾂｱｰ名古屋城編」 

申 請 者：公益財団法人名古屋観光コンベンションビューロー 

使用資料：「名古屋鯱三題之内 月之熱田を望む」（版画） 

     「名古屋鯱三題之内 雪の犬山を望む」（版画） 

     「名古屋鯱三題之内 桜の八事山を望む」（版画） 

     「温物 金鯱之図」（版画） 

     「東京名所三十六戯撰 元昌平坂博覧会」（版画） 

     「古今珎物集覧 元昌平坂聖堂に於テ」（版画） 

使用媒体：名古屋城金シャチ特別展覧ガイドブック 

申 請 者：中日新聞社 

 

使用資料：「名古屋鯱三題之内 月之熱田を望む」（版画） 

     「名古屋鯱三題之内 雪の犬山を望む」（版画） 

     「名古屋鯱三題之内 桜の八事山を望む」（版画） 

     「温物 金鯱之図」（版画） 

     「東京名所三十六戯撰 元昌平坂博覧会」（版画） 

     「古今珎物集覧 元昌平坂聖堂に於テ」（版画） 

     「博覧会諸人群集之図 元昌平坂二於テ」（版画） 

使用媒体：「名古屋城金鯱展」パネル展示、ｺﾝｾﾌﾟﾄｼｰﾄ、記録誌、web ｶﾞｲﾄﾞ 

申 請 者：株式会社クーグート 

 

使用資料：「石垣の構造」（イラスト） 

     「石垣の種類」（イラスト） 

使用媒体：貝沼ニュース 122 号 

申 請 者：株式会社大井企画 
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画像データによる資料提供先等 

使用資料：「花園町の様子」（古写真） 

使用媒体：名古屋市博物館研究紀要 第 44 巻 

申 請 者：名古屋市秀吉清正記念館 

使用資料：「万治年間名古屋絵図」 

     「石垣の構造」（イラスト） 

使用媒体：名古屋城イメージソング「西の丸の榧の木」 

申 請 者：名古屋城総合事務所 

 

イ．西の丸御蔵城宝館の運営 

   西の丸御蔵城宝館の開館が外構工事の一時中止で遅延し、一部の事業が 

    実施できませんでした。なお、館内の歴史情報ルームにおける常設展示、 

 テーマ展示並びに情報コーナーにつきましては、計画のとおり各種の展示

など開館の準備作業を完了しました。 

 

    【未実施の事業】 

   〇開館記念事業 

   〇「重要文化財名古屋城本丸御殿障壁画」展示（展示室：名古屋市と共催） 

   〇ワークショップ「金鯱キーホルダー工作教室」（歴史情報ルーム） 

 

 

ウ．御深井丸展示館運営 

 

       御深井丸展示館において次のとおり展示を行いました。なお、開館する 

       にあたり、コロナウイルス感染症予防対策として次の五項目の対策を実施

しました。 

① ２カ所ある扉の常時解放 

② 消毒液の設置 

③ 移動可能な椅子の撤去 

④ 滞留防止のため冷暖房の使用中止 

⑤ 混雑が確認された場合の入場制限の措置 

 

        ※新型コロナウイルス感染症による閉館期間 

令和 2 年 4 月１日（水）から令和 2 年 6 月１１日（木）まで 
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展示会の名称・展示期間等 

「匠の写真館」 

自 令和 2 年 6 月 12 日（金） 

至 令和 3 年 3 月 31 日（水） 

（285 日間） 

 

 

入館者数：46,245 人 

 

 

（内 容） 

本丸御殿の復元に欠かせない木材の特殊な加工や、杮葺きが出来上がっていく

様子など建築過程が分かる写真を展示し、完成した本丸御殿では見ることが 

できない多くの職人たちの多様な技の一端を次のとおり紹介しました。 

 タイトル：「様々な技」 展示写真 11 点 

      「玄関部分」 展示写真 17 点 

      「木材加工」  展示写真 12 点 

      「造 作」 展示写真 20 点 

      「加工された部材」 展示写真 21 点 

 史  料：「ものづくり王国 名古屋だからできた? 本丸御殿復元物語」 

「まめ土人形大集合」 

自 令和 2 年 6 月 12 日（金） 

至 令和 2 年 6 月 30 日（火） 

（19 日間） 

 

 

入館者数：2,180 人 
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（内 容） 

手のひらにすっぽりと収まってしまうような、かわいらしい大きさの土人形。

小さな作品だからといって決して手を抜かない作者たち。細部を見れば見る 

ほど作者のこだわりが伝わってきます。この展示では、小さな「まめ土人形」

31 組を展示しました。 

 

 

 

自由研究 

「郷土玩具あれこれ」 

自 令和 2 年７月 3 日（金） 

至 令和 2 年 9 月 30 日（水） 

90 日間 

 

 

入館者数：13,722 人 

 

 

 

 

（内 容） 

愛知県は郷土玩具の宝庫ともいわれ、県内には多くの郷土玩具や土人形が残さ

れています。夏休み期間の開催にあわせ、子どもたちにわかりやすく、かつ楽

しい解説で、愛知県内で作られた作品や野田末吉、中島一夫、前田南強といっ

た県内で製作をした作者を 39 組の作品で紹介しました。また、名古屋市内の寺

社で授与される絵馬 12 点を、絵馬コーナーとして展示しました。 
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Ⅲ その他事業 

 

１ 販売事業 

（１）名古屋城来場者の利便に資するため、観光土産品の販売、飲料用自動販売機 

並びにコインロッカーの管理運営などを行いました。 

  （２）「名古屋城金鯱展」開催に合わせ名古屋城オリジナルグッズを作成しました。 

       ①特別御城印（数量限定） 

②御城印帳 

③金のクリアファィル 

（３）各種観光キャンペーンへの協力などを通じ、観光客の誘致に努めるために、 

以下の事業に参加しました。 

①名古屋観光ルートバス（メーグル）広報事業 

    ※名古屋市、（公財）名古屋観光コンベンションビューロー実施事業 

 ②修学旅行優待パスポート事業 

 ③観光客受入用パンフレット等（キラッ都ナゴヤ）の提供事業 

    ※②、③（公財）名古屋観光コンベンションビューロー実施事業 

 

 

「ふるさとの郷土玩具」 

自 令和 3 年 1 月 1 日（金・祝） 

至 令和 3 年 3 月 31 日（水） 

90 日間 

 

 

入館者数：12,212 人 

 

  

（内 容） 

愛知県は郷土玩具の宝庫といわれ、多くの郷土玩具がみられましたが、現在で

はそのほとんどは後継者がおらず、廃絶しています。一部は神社の授与品等と

して残されていますが、それもわずかなのが現状です。当協会では、それらの

郷土玩具を蒐集し、季節ごとに展示しています。本展では、日本のふるさとの

原風景のイメージ写真 13 点（全日本写真連盟、2020 年度おかざきロマンフォ

トコンテスト、第 3 回日本の風景フォトコンテストの入賞・入選作品より抜粋）

とともに、郷土玩具 33 点を展示し、ふるさとを懐古しました。 
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 ④名古屋得ナビ（ドニチエコきっぷ）事業 

    ※名古屋市交通局実施事業 

 

２ 駐車場事業 

   名古屋市より名城公園駐車場使用料収納業務を受託し、より安全かつ快適な 

   駐車場運営を目指し、事故防止や接遇向上などに努めながら業務を行いました。 

※「名城公園駐車場（有料公園施設）使用料収納業務」 

        名古屋市みどりの協会・名古屋城振興協会グループ共同受託 

（当協会担当施設：名城公園正門前駐車場、名城公園二の丸東駐車場） 

 

 

３ 名古屋城業務受託事業 

   名古屋市より名古屋城発券・改札・警備・清掃等業務を受託し、来場者サービス 

 の向上を目指し、各業務間で効果的な連携などに努めながら業務を行いました。 

      ※「名古屋城発券・改札・警備・清掃等業務」  

名古屋城サービス事業共同体受託（構成法人：名古屋城振興協会・オムニ・ＩＳＰ） 

  （当協会担当業務：観覧券の販売・観覧料の払込及び改札業務、総合案内所における 

   案内業務、総合事務所における電話・来客対応・ガイドボランティア・茶席管理 

   等業務、清掃業務） 


